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論 文 内 容 要 旨 
 本研究の目的は、地域保健分野で活躍する保健師が、東日本大震災（以下大震災とする）とい
う危機的な状況を体験することで、従来の保健師活動の視点や認識を変える発展的な活動（創発
的活動）を行ったのではないかという点に着目し、どのような創発的活動が行われ、保健師がど
のような役割・機能を果たしたのかを明らかにすることである。 
 研究方法は、複雑な現象を様々な側面から見つめ浮き彫りにしていくことを得意とする経営学
等の理論および研究アプローチを応用して概念枠組みを設定し、研究課題①：危機時において「創
発的活動」が起こったのではないか、研究課題②：危機時において、保健師が「アクティビスト」
（創発的活動の実践を調整・触媒する個人やチーム）の役割を果たしたのではないか、という２
つの研究課題を設定したうえで質的な分析を行った。 
調査対象は、大震災時に津波被害にあった宮城県沿岸部の 7市町に所属し、発災時から直接保
健師活動に従事した経験のある保健師 16 名とした。調査方法は、半構成的なグループインタビ
ューを実施し、許可を得て逐語録を作成、あらかじめ設定した操作的定義に基づき、研究課題に
即した部分を意味の損なわない範囲で抜き出した。分析方法については、「創発的活動」「アクテ
ィビスト」の内容に関し、コード化して類似の内容をまとめ、サブカテゴリーおよびカテゴリー
を作成した。また、創発的活動の要素の一つと位置付けた「共創（保健師が住民個人と向き合い
発想し、行動することを基盤として、個人、組織、地域との関係性を創出し、それらと共に価値
を創造すること）」については、該当する事例の文脈を損なわないように配慮して抽出し、要約
した。また、「アクティビスト」のコードを多く抽出した保健師の発言内容を分析した。 
結果、研究課題①については、平常時から保健師が意識して行っている保健師活動のノウハウ
を活用した「ルーチン（平常時の）活動の応用」に含まれる 5つのカテゴリーと、今回の大震災
の想定外の事態に対応を迫られたことで、初め意識化し、試みられた活動の内容である「創発的
活動」の 12のカテゴリーが示された。また、「共創」につながっていくと思われる 4事例が確認
された。 
研究課題②については、「アクティビスト」の 5つのカテゴリーが示された。また、「アクティ
ビスト」の各コードをより多く抽出している保健師の発言を分析すると、次の支援につながる前
向きな発言が多くみられた。 
以上のような経営学等の学際的な研究アプローチを看護学に取り入れることで、様々な要素が
含まれる複雑な看護の現象についても整理・解釈が可能であるという一つの方法論が示された。 
大震災時をきっかけとして創発された保健師活動を、今後の災害対策へ生かしていくだけでな
く、平常時の保健師活動にも応用し発展的な取り組みに一般化していける可能性が示された。 

